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(12)直線、曲線加速・減速 ･････････ 加速、減速の仕方 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13)始動トルク ･･･････････････････ インバータとモータを組合わせての始動時に出せるトルク 

一般に短時間定格となる。 
100％→そのインバータの適用モータの定格トルク値を 100％と
する。 

 
(14)制動トルク 
① 回生制動････････････････････ モータを発電機として動作させ、機械エネルギーを電気エネル

ギーに変換し、インバータ又は電源に帰還させること。 
この電気エネルギーをインバータ内部のコンデンサに帰還させ
吸収するものをコンデンサ帰還という。 

コンデンサには、許容電圧があるため、 
それを超えて制動トルクが必要な場合回 
生制動ユニット又は放電抵抗器を使って 
熱エネルギーとして消費させる。 

 
 
 
② 直流制動････････････････････ モータに直流を流し、制動をかける方法 

（制動力により異なるが一般的に短時間） 
 HF－430 は停止時だけでなく始動時にもかけられる。 

加速時間 

Ｓ字曲線加速 
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(15)周波数設定、正転、逆転／停止指令（運転指令） 
･･････････････････････････････････オペレータ又は、ターミナル（制御回路端子）のどちらか 

を選択し指令を与える。 
〈オペレータ〉…インバータ本体のパネルにて操作する。 
〈ターミナル〉…ターミナル（制御回路端子）にて動作させる。 

 
 
 
 
 
 
(16)入、出力信号 ･･････････････････インバータの機能を引き出すための入力信号及び出力信号 

ターミナルのみで使用できる機能とターミナルとオペレー 
タによる設定と両方使用する機能とがある。 

 
(17)アラーム出力 ･･････････････････インバータの保護機能が働きアラームを出すとき、出力する 

ターミナル 
 
(18)使用環境 ･･････････････････････インバータが支障なく運転可能な環境 

 

ｆ 

0 ---------- 10V･･･電圧入力時 
4 ---------- 20mA･･電流入力時 


